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制を整えることを目mたした移民現革・管酪去OmmigrationReform and Control Act of 1986.以下IRCAと略す)
を遁畳させた.その目的を達成させるために，IRCAには次のような三つの条項、すなわち不法移民を雇用した者
に対する雇用者処罰、すでにアメリカ圏内応帯在している不法移民の合淘じそして国境警備隊の強化とそのた
めの予算の潤仏が盛つ込まれた.しかしながら、IRCAの目創立不法移民の数の削菅であったにもかかわらず潮
得されたほどの効期ま上がらなかった、ということが多くの研到こよって明らかにされている。不法移民をめぐ‘
る論争は、IRCAの成立後もおさまることなく、1990年代!こ引き継がれていった01990年代に入ると不法務民だけ
でなく合法移民ち瀬増し、そのような変化は新しい移民制限運動を呼び起こすことになった.第四章では1990
年仰麗動、ら顕萄こなった移民制限運動の高まりを説明する01990年代に入り、移民の埠訪日と人口の民蹄端成
の変似こよって、?メ1)力市民は移聞こ苅する懸怠走つのらせてし1った。『タイム』調d:1990年4月に「褐色化する
アメリカJというタイトルで、i乱司容程アメリカは人種臥民闘妙妻都照集団の総ν人口が白人の人口を超え、?メ1)
力の居住者は自らのルーツを白人系ヨーロッパ以外の地域からの国々にさかのぼるとするであろう、と推定し
た。また、意書去を改正して英語を公用語こ定めようという「インクリッシユ・才ンI)-J運動なども高まった。寛大な
移民政策が取られた1980年代とは異なり、1990年代には不法務民だけでなく、合法移民ち7メ1)力性自ことって
もはや望ましくないという部勤ヲメ1)力国内に高まり、最終倒こは1996年の IRIRAの成立へと導かれることに
なった。第五章ではその IRIRAの成立過程を詳述する.さまさまな利害力守司立・妥闘Jた結果、再度不法務民の食
い止めが中心となったが、その手段としてIRIRAで規定されたのは、国境警備員と雇用や入国文書の偽造を捜査
する INSの調査員の増員、それに本国送還業務を通量化させ、不法移民の雇用主を処罰するという，IRCAの条項
を強化させたものであつだ.さらに雇用の際カ身元確認システムを新設するという条項が含まれていた.しかし
ながら、IRIRAにはIRCAIこ規定されていたような不j卦多民の台剖七条項は含まれていなかった.また注目すべき
点は、論争の当初から合法移民の受け入れ数を削減する要求ち出されていたことである.この合法移民の削減
案は最終的には否決されることになったが、1印刷には合法移聞こ関するし1くつかの蹴Jい条項が盛0Jdまれる
ことになった.まず，IRIRAは合淘害関こ対するほとんどの公的サービスを停出J、またエイズ以外の伝説輔の場
合を除く、信15m号音、身障者に苅する緊急医療サービスち停止した.さらに合法移民受け入れの開力保証人の年収
に「劃替用尋ラインCPメ1)力政府の定める貧困率の規準)を25%以と上回っていることJとし1う剰午ち課すこと
になった.これは合法移民でさえ、アメリカ市民と鴎リしようとする量虐の第一歩であると言え、冷戦鮒苗劉こ台
頭Jているナショナリズムの一発現と理解できる.
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論文審査の結果の要旨
アメリカ移民史の権威、ハーパード大学のオスカー・ハンドリン教授はかつて、 f移民がアメリカの歴史であるjと述
べたことがある。それは、移民の歴史を学ぶことが同時にアメリカの歴史を学ぶことを意味するということであるが、
実際にこれまでアメリカ合衆国政府の移民政策は、国民のニーズと時代の特徴をまるで鏡のように直接反映する形で変
化してきた。それは、合衆国が移民およびその子孫からなる人工的な多人種・多民族国家であり、そうであるがために、
アメリカ国民が fアメリカとは何かJrアメリカ人であることは何を意味するかJといった古くて新しい問いに自問しつ
つ、常に自分のアイデンティティを探し求めてきたからである。その意味で本論文の主題である 1996年の移民改革・
責任法も、冷戦終結を契機として、アメリカ国内および国外の新しい状況変化に対するアメリカ人のアイデンティティ
探求の努力を表わしたものととらえることができょう。
1990年代にアメロカへ大量に移民が流入し、それに対して冷戦終結前後に合衆国国民の間に反移民感情が高まっ
た。本論文は、グローパリズムとナショナリズムの二つの潮流が措抗する 1990年代の合衆国において、反移民感情
の高まりとなって表れたアメリカ・ナショナリズムの性格ならびにその歴史的意味を明らかにしようとするものである。
その目的民沿って本論文は、 1990年代のアメリカの社会状況、特に 1996年移民改革・賓任法を、アメリカ国内
の社会経済構造の変容および国際労働力移動の二つの分析視角から検証する一方、同法律を 10年前の 1986年移民
改革・管理法と比較しつつ、アメリカ史の脈絡の中に位置づけようとする。特に 1996年移民改革・責任法について
丹念にアメリカ議会での法案作成過程を追い、同法が非合法移民だけでなく合法移民をも厳しく取り締まり、福祉援助
を受ける合衆国市民と差別化しようとするものであるとして、同法の性格付けを行うとともに、ナショナリズムの高ま
った 1990年代アメリカ合衆国の時代的特徴を明確に描写している。
アメリカ移民政策に関する従来の日本およびアメリカにおける研究は、移民法改正に対する賛成・反対の短絡的な二
分法的分析、それに移民のアメリカ社会への同化過程・国民統合の過程に重きを置き、分析対象をアメ Pカ園内に限る
視野の狭い一国史観の陥葬に陥る傾向があった。そのような研究状況の中で本論文が野心的であると考えられるのは、
一つには付録部分での理論的考察(1.プッシュ=プル理論 2.世界システム理論 3.社会ネットワーク理論)に
もあるように、従来のアメリカ移民史研究の不十分な点および問題点を指摘するにとどまらず、「世界システムJ分析視
角を導入することによって移民史研究の行き詰まりを打開しようとしたこと、二つは、研究テーマが比較的最近の問題
であるために、 f三十年Jという史料未公開・非公開の制約があるにもかかわらず現在入手可能な史料を精力的に渉猟し
実証と理論の両面で新しい地平を開拓しようとする意欲が認められるからである。確かに、著者が冒頭で主張するよう
に、移民史研究におけるこれまでの三つの接近法を統合する、すなわち移民政策と国際労働力移動を結びつける新しい
枠組みを構築する点において、本論文はすべての読者を説得し納得させうるものとは必ずしも言えないかもしれない?
その点においては著者の更なる研績と今後の一層の発展が期待されよう。しかしながら、 1996年移民改革・責任法
を f世界システム」の分析枠組み中で捉え、それをアメリカ特有のナショナリズムの一発現として、そしてアメリカ人
の新たなるアイデンティテイの探求として捉え直した点、加えて、従来受け入れられてきた既存の解釈や研究法に挑み、
新しい創造をめざそうとする著者の研究姿勢は、これから独り立ちする学徒としての必須条件を満たすものであり、評
価しうる。また、読みやすい英語で書かれた本論文は、著者の高度な英語運用能力をうかがわせる。口頭による最終試
験においては、審査委員からの質問に対して的確な解答がなされ合格条件を満たした。よって、博士論文審査委員会委
員は、全員一致して藤重仁子惇士候補者への博士号学位の授与を適当と判断し承認した。
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